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「学習で なやんだ者こそ 先を行く」河原　烈士さん（葛巻小６年）の作品

黛まどか先生・俳句の授業
～秋の季語　みつけたよ！～～秋の季語　みつけたよ！～

▶環境とおサイフにやさしい
   もったいない講座③（全４回）
   ～ごみがお金に変わる仕組み～

　ごみの良い出し方、悪い出し方が分かり
ます。ごみの出し方に不安のある方、ぜひ
この機会に解消しましょう。
と　き　11月22日(木) 10:00 ～ 12:00
ところ　総合センター
　　　　リサイクルセンター（上平）
講　師　農林環境エネルギー課　松尾係長
対　象　一般成人
持ち物　筆記用具、ごみ分別の手引書
申込み　11月15日(木)まで
　　　　町公民館　☎66-2111内線164へ

作品募集！みんなの学び

生涯学習標語コンテスト生涯学習標語コンテスト
　自然・文化・人間・スポーツとのふれあいを通じ、
「いつでも、どこでも、だれでも」が学べる生涯学
習の標語を募集します。皆さんの日ごろの学びに対
する思いを標語にしてみませんか。

　　黛さんが直接指導黛さんが直接指導

　第61回小中学校連合音楽会
は10月23日、葛巻小学校体育
館で開催され、町内の小中学
生と保育園の年長児、葛巻高
校吹奏楽部員ら365人が参加し
ました。
 　全校児童６人での斉唱を発
表した吉ケ沢小学校から全校

          ♪心を一つにしたハーモニー♪

 第61回葛巻町小中学校連合音楽会
生徒88名の葛巻中学校の合唱
まで「レベルの高い歌声、心
のこもった優しいハーモニー
で感動しました。今日の音楽
会をこれからの合唱に結びつ
けてほしいです。」と前盛岡市
立土淵小学校長の高橋ひさ子
先生が講評しました。

  風と恋の俳句コンテスト10周年記念
  入賞作品集「風と恋の句集」発刊

　コンテストの歴代入賞作
品や町内関係者と黛さんと
の座談会などを掲載してい
ます。（全287ページ）
定　価　1,000円(税込み)
販売所　教育委員会、公民館

  「黛まどか先生の俳句の授業」に参加した児童と教職員･保護者

  俳句の授業の様子（会場：小屋瀬小学校・道の駅くずまき高原）
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第28回町民総合体育大会得点表
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町民総合
体育大会
中期競技

  １点差の接戦となった江刈Ａ対江刈Ｂの決勝戦（ティーボール）

募集期間
応募方法

表　　彰

応 募 先

11月１日(木) ～１月25日(金)
応募用紙１枚につき１作品。用紙は
自由で、１人何点でも応募できます。
住所(学校名)、氏名、年齢(学年)、電
話番号を明記してください。
最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作数
点を入選作とします。表彰は、来年
２月24日開催の「子どもの未来を考
える町民のつどい」の席上で行います。
〒028-5495 教育委員会事務局生涯
学習推進室 ☎66-2111(内線276)
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く
ず
ま
き
高
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で
開
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さ
れ
、
小
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学
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と
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ヶ
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の
児
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人
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た
。
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。
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込
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子
で
し
た
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